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分類 スキル

マインド
スタンス

デザイン思考／アジャイルな働き方

新たな価値を生み出す
基礎としてのマインド・スタンス

生成AI利用において求められるマインド・ス
タンス

Why

社会の変化

顧客価値の変化

競争環境の変化

分類 スキル

What

社会におけるデータ

データを読む・説明する

データを扱う

データによって判断する

AI

クラウド

ハードウェア

ソフトウェア

ネットワーク

How

データ・デジタル技術の活用事例

ツール活用

セキュリティ

モラル

コンプライアンス

全てのビジネスパーソンが持つべ身に着けるべき能力・スキルを、4分類20項目で体系化しています。

0

出題範囲
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分類 スキル 内容
具体的項目例

LV1
LV1

Keyword
LV2

LV2
Keyword

LV3 LV3 Keyword

マイン
ドスタ
ンス

デザイン思考／
アジャイルな働き方

顧客・ユーザーの
ニーズや課題に対応
し、既存の概念にと
らわれず革新的なア
イデアを追求する。
小規模な試行を繰り
返し、失敗から学び
ながら進化させてい
くことができる。

デザイン思考とア
ジャイルな働き方
の基本原則と方法
論を学び、革新的
なアイデアを生み
出す初歩的なプロ
セスを理解する。

・デザイン思考の
概要
・デザイン思考の5
つのステップ
・ユーザーインタ
ビュー

実際のプロジェク
トにデザイン思考
を適用し、アジャ
イルな手法を用い
て迅速にアイデア
を試行・評価する。

・ユーザーエクス
ペリエンス（UX）
・アジャイル
・ユーザーテスト
・PoC/MVP

複雑な問題に対し
て、デザイン思考
とアジャイルな方
法論を組み合わせ、
持続的なイノベー
ションを促進する
戦略を策定・実行
する。

・リーンスタート
アップ
・ストーリーマッ
ピング
・バリュープロポ
ジションデザイン
・DevOps

新たな価値を生み出す
基礎としての

マインド・スタンス

環境変化に適応し、
多様な専門性を持つ
人と協働。臨機応変
な意思決定と客観的
データに基づく判断
力を持っている。

環境変化に適応し、
新たな価値観や知
識を学ぼうとし、
様々な情報収集を
日常的に行ってい
る。

・新しい技術への
興味/関心
 -メタバース
 -Web3
・新しい価値観や
行動様式への適応
 -DtoC
-テレワーク

多様性を尊重し、
多くの人と協業や
コラボレーション
を行うことや、臨
機応変に意思決定
を行い、客観的な
事実やデータに基
づく判断をするこ
とができる。

・オープンイノ
ベーション
・DE＆I
・アンコンシャス
バイアス
・PEST分析

従来の慣習などに
捉われずに、適切
なデータの活用を
意識し、様々な
データ活用のビジ
ネス事例の知識を
持ち、活用するこ
とができる。

・レガシーシステ
ム
・匿名加工情報
・データ活用のビ
ジネス適用

生成AI利用において
求められる

マインド・スタンス

生成AIをビジネスス
キルと組み合わせて
生産性向上と変革を
目指し、権利侵害や
倫理問題に注意。AI
の影響を捉え、変化
に柔軟に学び続ける。

生成AIのビジネスで
の活用方法を理解
や、生産性向上に
向けた生成AIの基本
的な利用に向けた
知識を持っている。

・生成AIの基礎知識
・生成AIの活用事例

生成AI利用時の権利
侵害や倫理的な問
題に対する注意や、
生成AIに関連する倫
理規範について情
報を集め、自分の
言葉で説明するこ
とができる。

・生成AIに関する法
令理解
・生成AI利用におけ
る倫理規範

生成AIを「問いを立
てる」「仮説を立
てる・検証する」
等のビジネスパー
ソンとしてのスキ
ルと掛け合わせる
ことで、生産性向
上やビジネス変革
へ適切に利用する
ことができる。

・生成AIのパーソナ
ライズ化
・生成AIの他サービ
スとの連携
・生成AIによるビジ
ネス変革

さらに、各スキルごとに3つのレベルを設定しています。各項目からバランスよく出題されるため、

組織や個人の知識の偏りを可視化することができ、学習すべき項目を把握することができます。

学習シラバス
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学習シラバス

分類 スキル 内容
具体的項目例

LV1 LV1 Keyword LV2 LV2 Keyword LV3 LV3 Keyword

Why

社会の変化

・世界や日本社会におき
ている変化を理解し、変
化の中で人々の暮らしを
よりよくし、社会課題を
解決するためにデータや
デジタル技術の活用が有
用であることを知ってい
る

日本社会や企業・組
織において、なぜ
DXが必要とされて
いるか理解するため
に、社会がどのよう
に変化しているか
（世界全体の大きな
潮流や社会課題）を
理解している。

・メガトレンドや社
会課題の基礎知識
・DXの概念や潮流

バイクシェア・カー
シェアなどのシェア
リングエコノミーの
広がりや、様々なデ
ジタル技術の発達に
より身の回りの生活
にも影響を理解し、
自身の仕事や生活で
も活用できる。

・第4次産業革命
・Society5.0で実現
される社会
・データ駆動型社会
・ディスラプター

テクノロジーの発達
や人材の流動化など
から国と国との隔た
りが無くなってきて
いるため、日本の取
組み状況や、先進的
な諸外国の取り組み
を知ることが求めら
れる。

・世界の取り組み
・サービス同士が繋
がる世界
・日本政府の取り組
み

顧客価値の変化

・顧客価値の概念を正し
く理解し、顧客・ユー
ザーがデジタル技術の発
展によりどのように変
わってきたか（情報や製
品・サービスへのアクセ
スの多様化、人それぞれ
のニーズを満たすことへ
の欲求の高まり）を知っ
ている

企業が新たな価値を
提供するためには、
デジタル技術を活用
したサービスの提供
や自社がユーザーと
して既存のサービス
を活用することが求
められていることを
理解している。

・電子書籍
・XR
・5G
・動画・音楽配信

顧客・ユーザーの行
動変化と変化により
生まれた新たな言葉
や、概念、手法など
を理解し、顧客に価
値を広く届ける方法
を理解し、活用でき
る。

・広告手法
・SEO
・LBM（Location
Based Marketing）
・フリーミアム

デジタル技術の発展
により、パーソナラ
イズされていたサー
ビスやマーケティン
グが行われたり、今
までの技術では実現
できなかったシミュ
レーションや、予測
ができるようになっ
ていたりすることを
理解し活用できる。

・これからのデータ
流通社会
・ユーザー行動の分
析事例

競争環境の変化

・データ/デジタル技術
の進展や、社会・顧客の
変化によって、既存ビジ
ネスにおける競争力の源
泉が変わったり、従来の
業種や国境の垣根を越え
たビジネスが広がったり
していることを知ってい
る

デジタル化が進んだ
ことにより、フリー
ランスや副業人材の
活躍の場が広がって
いることを理解し、
マッチングプラット
フォーム等の活用方
法を理解している。

・フリーランス、副
業人材活用
・マッチング・エコ
ノミー/シェアリン
グエコノミー

DXが推進されるこ
とによって、今まで
デジタル化が進んで
いなかった業種が大
きな変革を起こし、
新たなビジネスが生
まれている中で、自
社がどういった強み
で価値を提供できる
かを考えることがで
きる。

・一次産業のデジタ
ル化
・自社の強みの探求
・デジタルシフト

国際的な視点からデ
ジタル変革が競争環
境に与える影響や、
国内での会社の枠を
越えた取り組みを理
解し、世の中のトレ
ンドや潮流を踏まえ
た戦略を立てること
ができる。

・国境を越えたデジ
タルサービスの拡大
と規制
・会社の枠を越えた
取り組み
・デジタル技術によ
る国際的な競争の激
化
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学習シラバス

分類 スキル 内容
具体的項目例

LV1 LV1 Keyword LV2 LV2 Keyword LV3 LV3 Keyword

What

社会における
データ

・「データ」には数値だ
けでなく、文字・画像・
音声等、様々な種類があ
ることや、それらがどの
ように蓄積され、社会で
活用されているか理解し
ている

「データ」が数値だ
けでなく、文字、画
像、音声等、様々な
種類を含むことを理
解する。これらの
データがどのように
蓄積され、社会で活
用されているかの基
本的な知識を持つ。

・行動ログデータ、
機械の稼働ログデー
タ、実験データ、調
査データ、生体デー
タ
・社会におけるデー
タ活用事例

データの種類(1次
データ、2次データ)
とその特性を理解し、
自分が取り扱うデー
タがどのような種類
のデータかを理解し
た上で活用すること
ができる。

・１次データ、２次
データ
・構造化データ、非
構造化データ（文
字・画像・音声等）、
メタデータ

IoTの登場 、 機械学
習の普及によって生
成されるデータ量が
増えていることを理
解し、それに伴い進
んでいるビッグデー
タやオープンデータ
の活用について考え
ることができる。

・ビッグデータ
・オープンデータ
・アノテーション

データを読む
・説明する

・データの分析手法や結
果の読み取り方を理解し
ている
・データの分析結果の意
味合いを見抜き、分析の
目的や受け取り手に応じ
て、適切に説明する方法
を理解している

データの基本的な分
析手法や結果の読み
取り方を理解してい
る。分析結果の意味
合いを見抜く基本的
な能力を持っている。

・データや事象の重
複に気づく
・条件をそろえた比
較
・誇張表現を見抜く
・集計ミス・記載ミ
スの特定
・相関関係と因果関
係

データを読み取るう
えで必要な基礎的な
確率・統計に関する
知識や、データ同士
の比較方法に関する
知識を身につけ活用
することができる。

・質的変数・量的変
数
・データの分布（ヒ
ストグラム）と代表
値（平均値・中央
値・最頻値）
・データのばらつき
（分散・標準偏差・
偏差値）
・データの種類（名
義尺度、順序尺度、
間隔尺度、比率尺
度）

データから読み取っ
た示唆を組織として
の意思決定に繋げる
ために、結果を可視
化し、データ分析か
ら得た知見を、組織
内外に説得力を持っ
て説明できる。

・データの可視化
（棒グラフ・折線グ
ラフ・散布図・ヒー
トマップなどの作
成）
・分析結果の言語化

データを扱う

・データ活用には、デー
タ抽出・加工に関する
様々な手法やデータベー
ス等の技術が欠かせない
ことを理解している

デジタル技術・サー
ビスに活用しやすい
データの入力や整備
の基本的な手法を理
解している。
保持していないデー
タの収集方法を考え
ることができる。

・機械判読可能な
データの作成・表記
方法
・データ収集の手法

デジタル技術・サー
ビスへの活用を目的
としたデータの入力、
整備、抽出、加工を
行え、データ分析の
狙いに応じた加工を
することができる。

・データの抽出
・データクレンジン
グ：外れ値、異常値
・フィルタリング・
ソート
・結合
・マッピング
・サンプリング
・集計・変換・演算

データ利用に関する
理解を深めるために、
データ利用に欠かせ
ない技術である、
データベースの仕組
みについて知り、
サービスを考える際
にデータベースのあ
り方を考えることが
できる。

・データベース管理
システム
・データベースの種
類：リレーショナル
データベース、キー
バリュー形式
・データベースの構
造：テーブル、レ
コード、フィールド
・データベースの設
計：データの正規化
の概要、ER図
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学習シラバス

分類 スキル 内容
具体的項目例

LV1 LV1 Keyword LV2 LV2 Keyword LV3 LV3 Keyword

What

データによって
判断する

・業務・事業の構造、分
析の目的を理解し、デー
タを分析・活用するため
のアプローチを知ってい
る
・期待していた結果とは
異なる分析結果が出たと
しても、それ自体が重要
な知見となることを理解
している
・分析の結果から、経営
や業務に対する改善のア
クションを見出し、アク
ションの結果どうなった
かモニタリングする手法
を理解している

データを扱う前提と
してデータを何に使
うのか、どのような
結果が出ることが予
測されるのか仮説を
構築する重要性を知
り、分析結果を基に
した意思決定ができ
る。

・データドリブンな
判断プロセス
・仮説構築/仮説の
修正
・一次情報を用いた
データの検証
・データの信頼性の
判断・明示
・分析結果に基づい
た意思決定

適切ではないデータ
から生み出される結
果は、誤った判断を
招いたり、結果とし
て大きな損害にもつ
ながり得ることを理
解し、データに基づ
く判断においては、
適切なデータや分析
手法を用いることが
できる。

・分析アプローチ設
計
・必要なデータの確
保
・分析対象の構造把
握
・業務分析手法
・データ・分析手
法・可視化の方法の
設計

データ分析を通じて
新たなビジネス機会
を発見し、組織内の
意思決定プロセスに
影響を与えるデータ
を提示できる。複雑
なデータセットを扱
い、戦略的な判断を
下すことができる。

・モニタリング手法
・BIツール

AI

・AIが生まれた背景や、
急速に広まった理由を理
解している
・AIの仕組みを理解し、
AIができること、できな
いことを知っている
・AI活用の可能性を理解
し、精度を高めるための
ポイントを知っている

AIが生まれた背景と
急速に広まった理由
を知っている。AIの
基本的な仕組みと、
AIができること、で
きないことを理解し
ている。

・AIの定義
・AIブームの変遷
・AIの得意分野/限
界
(強いAIと弱いAI 等)

AIの最新動向を理解
し、それらを組織内
での活用に繋げる。
人間中心のAI社会原
則やELSI（Ethical, 
Legal and Social 
Issues）を考慮した
AIの活用法を理解し、
実践する。

・人間中心のAI社会
原則
・ELSIの理解【倫
理的・法的・社会的
課題（Ethical, 
Legal and Social 
Issues）】

AI活用の可能性を理
解し、AIの精度を高
めるためのポイント
を知っている。組織
や社会でよく使われ
ているAIの動向につ
いて知識を持つ。

・機械学習
・ディープラーニン
グ
・プロンプト
・ビッグデータ
・Python

クラウド

・クラウドの仕組みを理
解し、クラウドとオンプ
レミスの違いを知ってい
る
・クラウドサービスの提
供形態を知っている

クラウドの基本的な
仕組みを理解し、ク
ラウドとオンプレミ
スの違いを知ってい
る。ユーザーとして
必要なセキュリティ
意識を持つ。

・クラウドとオンプ
レミス
・ユーザーIDとパス
ワードの設定

クラウドサービスの
基本的な提供形態を
理解して、それらが
どのようにビジネス
や日常生活に活用さ
れているかを理解し
ている。

・SaaS、IaaS、
PaaS
・クラウドサービス
の活用事例
・ガバメントクラウ
ド

クラウド技術の最新
動向を理解し、それ
らを組織内での活用
に繋げる。クラウド
技術を利用したビジ
ネスやプロジェクト
の実施において、高
度な知識とスキルを
持つ。

・サービスカタログ
・インフラ（アプリ、
MW、OS、ハード
ウェア）
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学習シラバス

分類 スキル 内容
具体的項目例

LV1 LV1 Keyword LV2 LV2 Keyword LV3 LV3 Keyword

What

ハードウェア

・PCを構成する重要な
パーツの基本的な機能な
どを理解している
・コンピューティング機
能を持つ機器の種類が増
えているため、どのよう
な機器がコンピュータと
して使用されているのか
知っている

コンピュータやス
マートフォンなどが
動作する基本的な仕
組みを知っている。
ハードウェアの構成
要素となるパーツの
機能を理解している。

・CPU
・GPU
・メモリ
・ストレージ

入出力の機器や、近
年新たに活用されて
いる様々なデバイス
について理解し、ど
のような活用がされ
ているかについての
知識を持つ。

・ウェアラブル端末
・スマートスピー
カー
・センサー
・ドローン

様々な機器がイン
ターネットに繋がる
(IoT)の時代におい
て、どのような技術
が活用されていたり、
どのような製品や
サービスが登場して
いるのかを理解して
いる。

・IoTの概要と仕組
み
・シングルボードコ
ンピュータ
・マイコンボード

ソフトウェア

・日常生活や業務でコン
ピュータを利用するため
に、基礎となるコン
ピュータが動く仕組みや
それらを動かしているソ
フトウェアの仕組みを
知っている
・プロジェクトマネジメ
ントや、サービスマネジ
メントの全体像、自社で
導入されているソフト
ウェアの機能を理解して
いる

コンピュータが動く
仕組みやソフトウェ
アの仕組みを深く理
解し、業務で使用す
るシステムの可能性
と限界を把握してい
る。

・OS、ミドルウェ
ア、アプリケーショ
ン
・オープンソースソ
フトウェア

アルゴリズムなどプ
ログラミングの基本
的な仕組みを理解し、
コンピュータへ指示
を出す際の考え方を
理解し、主要なプロ
グラミング言語や、
最新のトレンドを理
解する。

・プログラミング的
思考
・プログラミング言
語の分類
・主要なプログラミ
ング言語

ITを活用した取り組
みとして、プロジェ
クトマネジメントや
サービスマネジメン
トの概要を理解し、
自身の業務に活用で
きるスキルと知識を
持つ。

・プロジェクトマネ
ジメントの概要
・PMBOK
・サービスマネジメ
ントの概要
・ITSM(ITサービス
マネジメント)

ネットワーク

・ネットワークの基礎的
な仕組みを理解している
・インターネットの仕組
みや代表的なインター
ネットサービスを知って
いる

インターネットの仕
組みや代表的なイン
ターネットサービス
を理解している。イ
ンターネットの基本
的な機能と利用方法
を知っている。

・電子メール
・5G（モバイル）
・リモート会議等の
コミュニケーション
サービス
・ネット決済等の金
融サービス

ネットワークの基本
的な仕組みを知って
いる。LAN、WAN
などのネットワーク
方式や、基本的な通
信プロトコルを理解
している。

・ネットワーク方式
（LAN・WAN）
・接続装置（ハブ・
ルーター）
・通信プロトコル
・IPアドレス/ドメ
イン
・無線通信（Wi-Fi 
等）

ネットワークの仕組
みや基本的な考え方
を理解した上で、実
際に現在のシステム
やサービスで使われ
ている技術について
理解することができ
る。

・Cookie
・JavaScript
・HTML
・CSS
・ファイアウォール
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学習シラバス

分類 スキル 内容
具体的項目例

LV1 LV1 Keyword LV2 LV2 Keyword LV3 LV3 Keyword

How

データ・
デジタル技術の

活用事例

・ビジネスにおけるデー
タ・デジタル技術の活用
事例を知っている
・データ・デジタル技術
が様々な業務で活用でき
ることを理解し、自身の
業務への適用場面を想像
できる

個人でユーザーとし
て活用しているサー
ビスで、データやデ
ジタル技術の活用事
例を挙げることがで
き、その裏側にある
技術について説明で
きる。

・配膳ロボット導入、
顧客情報を用いた購
買傾向の分析
・バーチャル試着
サービス、無人コン
ビニエンスストア

購買履歴に合わせた
リコメンド機能、
ビッグデータを用い
たリスティング広告
など、デジタルや
データを活用した
マーケティング手法
について説明できる。

・購買履歴などを活
用したリコメンド
・ビッグデータを用
いたリスティング広
告
・SNS等を活用した
マーケティング

企業で活用されてい
る、データやデジタ
ル技術の活用事例を
挙げることができ、
その裏側にある技術
について説明できる。

・製造データの蓄
積・分析（スマート
ファクトリー）、部
品在庫の自動管理・
調達
・ブロックチェーン
を用いた生産情報の
トラッキング、顧客
情報を用いた再配達
の予防

ツール活用

・ツールの活用方法に関
する知識を持ち、日々の
業務において、状況に合
わせて適切なツールを選
択できる

日常で活用されてい
るツールの特徴やメ
リットを理解し、
日々の業務において、
状況に合わせて適切
なツールを選択でき
る。

・コミュニケーショ
ンツール：メール、
チャット、プロジェ
クト管理
・オフィスツール：
文字のサイズ・フォ
ント変更、基本的な
関数、表の作成、便
利なショートカット
・検索エンジン：検
索のコツ

生成AIの特徴やメ
リットを理解し、
日々の業務において、
適切に生成AIを活用
し、業務を高度化、
効率化することがで
きる。

・画像生成ツール、
文章生成ツール、音
声生成ツール等の概
要
・指示（プロンプ
ト）の手法

自動化や、ノーコー
ドなどのツールを理
解し、日々の業務に
おいて、自身の業務
を高度化、効率化す
ることができる。

・ノーコード・ロー
コードツールの基礎
知識
・RPA、AutoMLな
どの自動化・内製化
ツールの概要

セキュリティ

・セキュリティ技術の仕
組みと個人がとるべき対
策に関する知識を持ち、
安心してデータやデジタ
ル技術を活用できる

個人がとるべきセ
キュリティ対策
・IDやパスワードの
管理/アクセス権の
設定/認証方法
・覗き見防止
・添付ファイル付き
メール/社外メール
アドレスへの警戒

・個人情報の保護や
セキュリティ対策の
基本的な知識
・情報の機密性、完
全性、可用性を保つ
ための基本的な方法
の理解

セキュリティの3要
素の概要と必要性を
理解し、3要素の確
保のために必要な対
策を理解している。

・機密性/完全性/可
用性
・安全管理措置

セキュリティ技術
（暗号、ワンタイム
パスワード、ブロッ
クチェーン、生体認
証）に関する知識を
持ち、安全にデータ
やデジタル技術を活
用できる。

・暗号
・ワンタイムパス
ワード
・ブロックチェーン
・生体認証
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学習シラバス

分類 スキル 内容
具体的項目例

LV1 LV1 Keyword LV2 LV2 Keyword LV3 LV3 Keyword

How

モラル

・個人がインターネット
上で自由に情報のやり取
りができる時代において
求められるモラルを持ち、
インターネット上で適切
にコミュニケーションで
きる
・捏造、改ざん、盗用な
どのデータ分析における
禁止事項を知り、適切に
データを活用できる

ネット被害やSNSの
トラブル事例を知り、
インターネット上で
のコミュニケーショ
ンの基本的なモラル
を理解している。

・ネット被害・SNS
等のトラブルの事
例・対策
・写真の位置情報に
よる住所の流出
・アカウントの乗っ
取り/炎上
・名誉毀損

データ分析における
禁止事項（捏造、改
ざん、盗用など）を
知り、データを倫理
的に利用する方法を
理解している。

・データ利用におけ
る禁止事項や留意事
項
・結果の捏造
・実験データの盗用
・恣意的な結果の抽
出

生成AIなどの利用の
ための入力情報がど
のように利用される
かを理解し、適切に
活用することができ
る。また、新しい
ツールや技術に関す
る法令にアンテナを
張り、対応をするこ
とができる。

・生成AIのリスク
・生成AIとの付き合
い方
・生成AIのトラブル
事例
・生成AI関連の法令
・生成AIをめぐる世
界の動向

コンプライアンス

・プライバシー、知的財
産権、著作権の示すもの
や、その保護のための法
律、諸外国におけるデー
タ規制等について知って
いる
・実際の業務でデータや
技術を活用するときに、
自身の業務が法規制に照
らして問題ないか確認で
きる

業務で顧客データを
扱う際や私生活の中
で個人情報保護法、
不正競争防止法に反
することがないよう、
取り扱いルールを理
解している。

・個人情報の取り扱
いルール
・業界団体等の示す
プライバシー関連ガ
イドライン
・不正競争防止法

サービス利用規約な
どを適切に読み解く
ことができ、実際の
業務での個人情報の
適切な扱いや知的財
産権を尊重すること
ができる。

・サービス提供側に
おける入力データの
管理/利用方法の確
認
・著作権、特許権、
実用新案権、意匠権、
商標権

諸外国におけるデー
タ規制の内容や動向
を理解し、サービス
展開の参考とするこ
とができる。

・GDPR
・CCPA
・その他産業データ
の保護規制
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